
４年 算数科

1. 単元名『面積』

2.本時の評価規準 長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を，図形の構

成の仕方に着目して考えている。【思考・判断・表現】

3. 指導計画

4. 情報活用能力（情報活用能力体系表より）

学習活動 ICT 活用場面

導
入

・反転学習でしたきた課題を電子黒板で確認し，

本時の課題をたてる。

様々な形の面積をより早く求めるには

C1 発表や話し合い

ノートアプリを電

子黒板に映し、様々

な考え方があるこ

とを背景の色で分

ける。

展
開

・十字型の面積をより早く求める方法を、マイス

タ学習を取り入れ話し合う。

C：５つの正方形に分けたら、（一つ分）×（いく

つ分）で求められそうだな。

C：長さが同じところを見つけると、移動させるこ

とができそうだな。

B1 個に応じる学習

図形の一部が動く

ようにしたアプリ

を、ヒントコーナー

に置いておく。

終
末

・本時で学習した、かけ算や移動して求める方法

を使って、能美市内の学校の面積を求める。

・ふりかえりを記入する。

B1 個に応じる学習
ふりかえりをスプ
レッドシートに書
く。

Ⅱ

思考力

判断力

表現力

１ 問題解決・探求における情報を活用する力

① 必要な情報を収集、整理、分析、表現する力

表現方法を相手に合わせて選択し、相手や目的に応

じ、自他の情報を組み合わせて適切に表現する

使用するアプリ等 「オクリンクプラス」

使用するアプリ等 「スプレッドシート」

活用の流れ

① 反転学習として、自宅で課題

に取り組ませたノートアプ

リを提出させる。担任は児童

の思考の流れを事前に把握

する。

② 交流前に電子黒板に映し出

し、他者参照させる。児童は

カードの色を見て、交流する

児童を決める。

活用の流れ

① 毎時間のふり返りをスプレ

ッドシートに書き溜めてい

く。児童は授業が始まる前に

前時のふり返りを確認する。

B1 個に応じる学習

活用の効果

事前に自宅で課題に取り組むことで、児童はじっくりと自分の考えをもつ

ことができた。教師も事前に児童の考えを知ることができ、交流させる視点

が明確になった。また、毎時間の全児童のふり返りを見られるようにしたこ

とで、自分になかった視点に気づくことができる助けとなっていた。

クロム活用シート

https://miraiseed-
class.benesse.ne.j

使用したアプリのリンク

B1 個に応じる学習C1 話し合いや発表


